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－序章－ ガイドラインの概要 

【ガイドライン作成の背景】 

地球温暖化や都市のヒートアイランド現象によって、都市で生活する人々が夏に感じる暑さは厳しさを増し

ています。極端に暑い日が増加し、夜間も気温の高い日が多くなってきています。そのため近年、熱中症が多

発しています。この状況は大都市に限ったことではなく、中小の都市においても同様の傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 東京の猛暑日と熱帯夜の日数の推移1 

 

これまでの暑さ対策は、個々に日傘をさす、打ち水をするなどのソフトな取り組みを中心に行われてきました。

しかし、気候変動による気温上昇は今後も一定程度進むことが予測されており、まちなかの暑さはより一層、

厳しさを増す可能性があります。そのため、まちなかの暑さ対策にも積極的に取り組んでいくことが重要となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 交差点近くの木陰（左）と商店街での微細ミスト対策（右） 

  

 
1 気象庁 HPから東京管区気象台 観測地点「東京」のデータを用いて作成。2014 年 12 月に観測地点が千代田区大手町か

ら北の丸公園へ移転した。 
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【ガイドラインの目的】 

夏の暑さによる身体のストレス（以下、「暑熱ストレス」という。）を低減させて、健康で快適なまちづくりを推

進するためには、人が感じる暑さや涼しさのメカニズムを理解し、その上で適切な対策をとることが重要です。 

そこで本ガイドラインでは、まちなかの暑さ対策を推進することを目的として、人が感じる暑さについて科学的

な情報を分かりやすく伝えるとともに、効果的な暑さ対策の実施方法についてその考え方を示し、関連する技

術情報等を紹介します。 

 

【ガイドラインの対象者と構成】 

まちなかの暑さ対策を進めるためには、様々な立場の方に広く基本となる事項を知っていただく必要がありま

す。一方で、暑さ対策を実務として担う場合には、暑さ対策の具体的な実施方法等、より技術的な情報も必

要になります。そのためガイドラインを 3 部構成とし、第１部は「基礎編」として一般の方を対象に暑さ対策に関

する基本的な内容を分かりやすく説明し、対策事例を紹介しました。第 2 部は「対策編」として暑さ対策技術

の種類や効果、導入の際の留意事項などを整理しました。第 3 部は「技術情報編」として暑さ対策に取り組む

実務者向けの技術的な情報等を掲載しています。 

表 1 ガイドラインの構成 

 内 容 対象者 

第１部（基礎編） 

第 1～3 章 

人が感じる暑さや体感温度に関する

基本的な知識、暑さ対策のポイント

を説明 

まちなかの暑さ対策事例を紹介 

主に、行政やまちづくりに関わる

一般の方 

第 2 部（対策編） 

第 4～5 章 

暑さ対策技術の種類とその概要を説

明 

効果、導入の際の留意事項などの

情報を紹介 

まちづくりに関わる一般の方から

対策を実施する実務者の方ま

で 

第 3 部（技術情報編） 

第 6～7 章 

まちなかの暑さの把握方法や対策効

果の評価方法等、効果的な暑さ対

策に必要な技術情報等を紹介 

施設設計や外構設計等の実

務者の方 

 

【ガイドラインが対象とする暑さ対策】 

本ガイドラインは、屋外や半屋外などを対象として、日射を防いで、水・緑・風などの自然の力を活かして暑さ

をコントロールする対策手法を、既存の建物等に追加的に導入していくことで、局所的に人が感じる暑さを和ら

げる対策を中心に紹介するものです2。 

暑さ対策を進めるには、ヒートアイランド現象を緩和して都市の気温を下げる対策、例えばまちなかの風通し

を改善するための都市計画や街区設計、建物設計等が重要になりますが、計画・設計段階での配慮事項等

につきましては、他のガイドライン等3を参照ください。 

 
2 紹介する対策手法の一部には、補助的に動力を用いるものも含まれています。また、本ガイドラインで取り上げた対策手

法の他に、歩行空間へ排出される空調機器等からの排熱位置・方向を変更することで歩行空間の熱環境を改善するなどの

対策手法もあります。 
3 例えば、国土交通省「ヒートアイランド現象緩和に向けた都市づくりガイドライン」平成 25 年 12 月 等 


